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１．概要（Summary） 

本課題では，固体高分子形燃料電池に用いるナノ・マ

イクロスケールの多孔質電極の構造形成過程および形成

された場での物質輸送現象を明らかにするための計測技

術及びデバイスの開発に取り組んだ． 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

深掘りエッチング装置，RF スパッタ成膜装置，集束イ

オンビーム装置，LED描画システム 

【実験方法】 

本研究実施にあたっては薄膜集電層とマイクロ流

路の作製が不可欠である．微細加工プラットフォーム

において LED 描画装置を用いたマスクの作製を行っ

た．また，スパッタ成膜装置による金属薄膜の成膜及

び深掘りエッチングによるシリコン加工を行い，薄膜

集電層及びマイクロ流路を作製した．また燃料電池電

極内の材料分布を調べるために，集束イオンビーム装

置を用いた． 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

LED 描画装置により作製したマスクを用いたフォ

トリソグラフィーによりレジストのパターニングを

行い，スパッタ製膜によりシリコン基板上に集電層を

形成した後にリフトオフを行った（Figure 1）．従来，

成膜後にウエットプロセスで金属除去を行うと，シリ

コンエッチングがうまく進行しなかった．リフトオフ

プロセスを導入することにより，その後のシリコンエ

ッチングが問題なく実施でき，集電層を有するマイク

ロ流路として機能することが確認できた． 

 

Figure 1. Au film patterning by a liftoff process. 
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